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序

本報告書は、1982・83両年度に実施した笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷

設工事に伴う事前発掘調査の結果をまとめたもので、対象遺跡は妻神遺跡(一宮

町〉以下 6遺跡であります。

これらの遺跡の所在地は、山梨市 ・一宮町 ・勝沼町及び境川|村の4市町村で、

甲府盆地の東部から南東部に位置しており 、縄文時代や古墳時代の遺跡、が濃厚に

分布し、律令時代には甲斐の政治 ・経済の中心地として繁栄した地域に属してお

ります。例えば妻神遺跡の所在する一宮町は、隣りの勝沼町にかけて縄文時代を

中心とする釈迦堂遺跡群が存在することで有名ですが、律令時代には国分寺 ・国

分尼寺が置かれ、両寺跡とも現在国史跡に指定されております。

ただしこれらの遺跡は、比較的調査区域が狭く 、かつ遺跡密集地をやや外れて

位置するため、市川北遺跡(山梨市〉 ・勝沼氏館跡(勝沼町〉 ・藤岱遺跡、(境川

村)の 3遺跡についでは、期待された遺構は残念ながら検出されませんでした。

一方、妻神遺跡からは、平安時代末期の住居祉 l軒と時期不明の溝 2木とが発

見され、住居祉からは土師器 ・鉄製鎌 ・w子玉 ・ガラス製小玉などが出土し、『和
名抄』にいう「山梨郡能目郷」を形成する集落の存在を想定することができまし

た。また真福寺遺跡 (境川村)からは縄文時代の土拡l基と土器片 ・石器などが

発見されましたが、同じ村の手古松遺跡からは古墳時代後期の住居祉 1軒と多数

の各種土師器とが発見され、付近に群集する後期古墳との関係、いわゆる集落と

墓域との関係を解明する lつの手掛りを得ることができました。

以上、断片的な成果ですが、当該地域の原始 ・古代史研究の資料としてご利用

いただければ幸甚です。

末筆ながら、ご協力を賜わった関係機関各位並びに直接調査に従事された皆様

方に、改めて厚 く御礼申し上げます。

1985年 3月

山梨県埋蔵文化財セ ンター

所長 磯貝正義
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1. 本報告書は、昭和57年度、 58年度の笛吹川農業水利事業国営幹線管水路敷設工

事に伴って発掘調査された遺跡の内、下記の 6遺跡の調査報告書である。

妻神遺跡・真福寺遺跡・手古松遺跡・市川北遺跡・勝沼氏館跡・藤盛遺跡

2. 発掘調査は、山梨県教育委員会が農林水産省関東農政局の委託と文化庁の国庫

補助金を受けて実施した。

3. 発掘調査は、山梨県埋蔵文化財センターが行った。

4. 本書の編集は森和敏、中山誠二が行レ、執筆は I、皿、 W、V、VIを中山が、

Hを森が担当した。
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I 妻神 遺 跡、

1.調査経過

昭和58年 1月10日、試掘調査を実施し、住居hl:の一部と考えられる遺構を
確認した。付近か

ら出土した土師器片より、この遺構は平安時代のものであることが予
恕された。

l月12日に、試掘調査の結果を受けて農林省、県文化謀、県埋蔵文化財セ
ンターのrHiで発掘

調査の打合せが行われた。

本調査は、同年 1月17日から24日にかけて、。IL埋蔵文化財センターが実節
した。

2. 遺跡と周辺の環境

妻神遺跡は、東八代郡一宮町中尾地内に所在する。御坂山地に水源
をもっ京戸川によって形

成された扇状地扇端部に立地し、標高 370mを測る。京戸川扇状地は、
甲府盆地の中でも有数

の規模をほこり、内側を大石川扇状地、北側を 11川扇状地に接してい
る。また、本遺跡の北方

300 mは、京戸川扇状地の最先端にあたり、白川|扇状地との接点をなし、
111草川が西流する。

本遺跡をのせる扇状地上には、縄文時代の遺跡をはじめ多くの遺跡が
分布してレる。中でも

扇央部を中心とする釈迦堂遺跡群では、縄文時代の住居社、土拡、土法捨場
.^，f，の遺構が発見され

(，r.m '! :，90 1000 うけO

l-一
第 l凶 妻神遺跡位置図(1/25.000 ) 
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(1/1.000 ) 第 2図

ており、当時の集落の解明に有力な手掛りを

この遺跡の発掘調査を契機と

して、再度同扇状地上の分布調査が行われ、

注1
34カ所の遺跡が確認されている。

与えて いる。

その内容

は、縄文時代19遺跡、弥生~古墳時代10遺跡、

奈良、平安時代~中世17遺跡(複合遺跡を含

む)である。

また遺跡周辺の地域は、北野目、南野呂の地

名がみられ、平安時代の 『和名抄 』に記載さ

注2
れる「山梨11日能呂郷」に比定されている。 同

同様に「林戸郷」の比定地も存在
妻和IJ遺跡全景写真第3区|

町内には、

し、当該地域の古代における繁栄をうかがうことができ る。

注 1. 釈迦堂遺跡周辺逃跡分布調査班「一宮・ l勝沼両IIIJ釈迦笠巡跡周辺遺跡分不li制査概要J ~ U-1梨考古』
9号、 1983
2. 磯良正義 ・ 飯田文弥『山梨県の歴史~ 1973.坂本美夫「甲斐のitll(1lf)郷fI;IJJ~研究紀要 1 ~ 1984 

/ 

10. 

(1/300 ) 妻和~I遺跡遺構配置図

2 

第一 4図



3. 遺構と遺物

(1) 1号住居祉

遺構

調査区中央よりやや東側に位置する。西

壁が撹乱を受けているため正確な規模は不

明であるが、一辺約4mの方形プラ ンと推

定される。住居の主軸方向は、W-35'L N 

を指す。 表土の削平が激しく 、壁高は遺構

確認、面より 5c77I程を残すのみであった。

住居社内には東壁付近にピットが 2カ所

検出された。南側のピットは直径35cmの円

形を呈し、中に直径15cmの円形柱穴痕が

遺存する。柱穴の深さは30cmを測る。 北

側のカマドに近いピットは、一辺20c77Iの正

方形を呈し、深さも10c17Iと浅い。西壁付近

は撹乱を受けているため柱穴は確認できな

かったが、 北西コーナーに長さ 180C17I、幅

85c77I、床面からの深さ15cmほどの落ち込み

が検出された。長軸方向が住居社主軸方向

と一致し、一辺が壁と接しているため、住

居に伴う施設として判断した。用途につい

ては、貯蔵穴等が考えられるが、内部から

の出土遺物もなく詳細は不明である。

カマドは、住居祉北東コ ナ に設けら

れる。付近には焼土がわずかに認めら

れ、袖石に使用されたと考えられる花

樹岩が遺存する。出土遺物は非常に少

なく 、数片の土師器とガラス玉、切子

玉、鉄製鎌が床面より出土している。

出土遺物

l号住居祉から出土した遺物は、土

師器、鉄製鎌、切子玉、ガラス製小玉で

ある。

①土器 (第8図)

土器は、すべて土師器である。

第 5図 妻神遺跡 l号住居祉写真
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第 6図 妻神遺跡 l号住居祉実測図 (1/60 ) 
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第7図 妻神遺跡l号住居批出土造物実測図 (1/4 ) 
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第8図 妻神遺跡 l号住居祉出土土器実測図 (1/3 ) 

1は、聾形土器の胴部上半の破片である。口径は 25.5cm、 胴部最大径は23.5crnと推定され

る。胴部はやや内湾し、口縁は屈曲外反する。器面の風化が激しく 、調整痕はわずかに外面へ

ラケズリが残るのみである。胎土は組く、 lmm大の砂粒を多く含み、色調は暗褐色を呈する。

2は、土不形土器口縁部破片である。口径約12cmと推定される。口縁部は外反し、口唇はやや

丸味をおびている。胎土は綴密で石英小粒子を若干含む。色調は淡褐色を呈する。

3は、 皿形土器の底部と推定される。底径は 4cmで、わずかながら台を有する。内面底部に

指頭大の凹みをもち、胴部はやや内湾するものと考えられる。遺存状態は不良で、器面全体に

二次的な焼成を受けたような細かいひび割れが認められる。色調は淡褐色を呈する。

4は、杯形土器底部と考えられ、底径 5.5cmを測る。底面に糸切り痕をそのまま残す。内面

は、指によるロクロ整形痕が認められる。色調は淡褐色を呈する。

5は、聾形土器の胴部上半の破片で、口径 27.3crn、胴部最大径 25.0cmと推定される。内外

面ともへラケズリを施す。胎土は、 lに比べ精選され、長石粒をわずかに含む。色調は暗褐色

である。

以上の土器は、 11世紀後半に比定されよう。

② 鉄製品(第7図 1) 

鎌の身部で、万の先端と柄の装着部分を欠損している。最大幅は 3.5cmで、背部の厚さO.4 

4 
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L 坑内
1-.-/ 

(1) 1号住居祉出土亦形土器 (2) 1号住居祉出土皿形土器、杯形土器

(3) 1号住居祉出土聾形土器 (4) 1号住居祉出土整形土器

(5) 1号住居枇出土カラス製小玉 的) 1号住居祉出土切子玉

(7) 1号住居祉出土鎌 (8) 遺橋外出土土器

第9図 妻神遺跡出土遺物写真
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mを測る。形状は、身部全体が内湾し、柄の

部分には中茎を有するものと推定される。

③ 装身具(第 7図2.3)

2は、水品製の切子玉で、長さ1.7 cm、幅

1. 3 cmを測る。片面穿孔を施している。

3は、ガラス製小玉で、直径 0.8crn、厚さ

0.5cmを測る。色調は、濃紺色である。

(2) 溝状遺構(第10図)

調査区中央付近より 2本の溝状遺構が確認 第10図妻科l遺跡 l号潜写真

された。 l号溝は、調査区長軸方向にほぼ直交し、深さ50c11lを測る。 2号潜は、 l号住居祉南

壁部より南へ走り、 l号潜とまじわる。掘りこみは、確認面から10crnと浅い。両溝からの出土

遺物はなく、年代についても不明である。

(3) 遺構外出土遺物(第11図)

1.2は、縄文土器の破片である。外面装飾は、隆帯による楕円形区画と竹管による角押文を

特徴としている。胎土は石英、 長石粒を多量に含み、色調は茶褐色を呈する。この 2点は縄文

時代中期中葉に比定されよう。

3は、須恵器の小破片である。外面に平行叩き目を施しているが、形態については不明であ

る。

2 3 

o 10cm 

、司町豆ヨヶ

第11図 妻神遺跡遺構外出土土器拓本 (1/2 ) 

4. まとめ

本調査において明らかにされた遺構は、試掘調査時に確認された住居祉 l軒の他に潜状遺構

2本のみであった。

住居祉の年代は、出土土器から11世紀後半期と考えられる。同時期の集落は、同町内の東新

居遺跡や笠木地蔵遺跡などでも発見されており、本遺跡の西方に広がる遺物散布地にも集落の

存在が推定される。

6 -



11 真福寺遺跡

1. 調査経過

国営幹線管水路の敷設予定路線が決定した時点で、遺物の分布調査を行ったところ、少量で

あるが土器片の散布がみられたので、まず試掘調査を行うことになったものである。

試掘は昭和57年11月8日から同月18日までの間の 7日で行った。発掘方法は4メートルX4

メートルのグリッドを、路線に沿って横方向に4、縦方向に13、帯状台地を横断するように設

定した。

表土からは縄文時代前期末葉の諸磯式土器片と黒曜石片がわずかに出土しただけで、その下

層のローム層の間で、以下に掲げる遺物が出土した。遺物は台地の中央部で集中的に出土した

ことから、遺構の存在も予想されたが、試掘調査の結果、土拡と思われるものが l基検出され

ただけであった。遺物の内容は縄文時代早期末葉の茅山下層式土器片少量と磨石、凹石が5点

である。

試掘を行ったグリッドは、南半分ではちどりに、北半分では lつおきのちどりで、 19カ所を

掘ったが、遺構がないと考えられたので、本調査に到らずに終了した。

2. 遺跡と周辺の環境

真福寺遺跡は東八代郡境川村前間田小字真福寺352番地の25を中心に広がっていて、八代町

に接している。

甲府盆地南西側の、御坂山脈中腹にあって、標高 425メートルの位置にある。遺跡の南西に

接して竜安寺川が流れ、 5メートルくらいの比高差となり、帯状台地の上面約50メートルを

挟んで、北東側は徐々に下りながら沢となっている。台地の上方は狭く、下方は広くなり、 100

メートルくらい下には広いフラットな場所があって、そこには縄文時代中期中葉の遺物が散布

している。ここまで下ると曽根丘陵となり、縄文時代中期の遺跡が付近にもいくつかある。真

福寺遺跡は盆地南東側にあるものの中では、盆地床との比高差では最も高い位置にある遺跡の

部類に属するであろう。

遺跡の現状は果樹園で、耕土層が20センチメートル、その下層が遺物包含層で10センチメー

トルくらいと浅く、最下層はローム層であった。

3. 遺構と遺物

土士広と思われるものの l基は南北90センチメートル、東西50センチメートル、深さ40-センチ

メートルで、中から3片の繊維土器が出土した。他に遺構と考えられるものはなかったが、土

器片の出土状態からみて、遺構が耕作によって破壊されたと思われる場所もあった。

7 -



第13図 真福寺遺跡近景写真 第14図 真福寺遺跡土:拡写真

出土 した土器片は全て繊維を含んでいて 、 厚手で、 金雲母を混入しているものもある。~文

の土穏片が最も多く 、次に縄文であり 、縄文は第15図2以外は制縄文である。 3・4・5は同

一個体と思われる。細縄文の多くのものは磨消が施されている。 2は縄文を地文に、 へラ状工

具で刺突していて、焼成前の穿孔が l孔ある。 10は貝殻状条痕文が施文されている。石器は研

磨された両面に凹みのある凹石が 2個とよく 研磨された磨石が 3個出土した。

本県では縄文時代前期末葉までの出土遺物は少ないが、近くでは花鳥山遺跡で早期末と思わ

れる土器がみられるF1
;<$:遺跡で出土した遺物は少量で、あったが、今後の参考資料として貴重であろうと考えられる。

注 i 樋口清之「花鳥山石器時代遺跡JIi八代町誌.111976 

- 8 -
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第17図 真福寺遺跡出土石器実測図

第18図 真福寺遺跡出土石器写真
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111 手古松遺跡

1. 調査経過

昭和58年 2月に付近の分布調査を行い、遺跡の存在を確認した。

昭和58年9月12日、農林省、県文化課、県埋蔵文化財センタ一、境川村教育委員会の問で発

掘調査の打合せが行われた。

昭和58年10月24日から11月11日にかけて県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した。

2. 遺跡と周辺の環境

手古松遺跡は、東八代郡境川村小黒坂手古松地区に所在する。御坂山系に含まれる名所山、

春日山の山裾と曽根丘陵との接点に位置し、標高約400mを測る。遺跡から東方lKmに狐川が、

西方500mに境川が流れるが、本遺跡周辺では、両河川の氾濫の影響は認められない。今回、

調査の対象となった区域は、西方へ向けて傾斜する山裾の小さな尾根の西側にあたり、西端に

沢が走る。

本遺跡周辺地域では、ーの沢遺跡、ーの沢西遺跡、立石北遺跡など縄文時代の集落跡も存在

第19図 手古松遺跡位置図 (1/25，000 ) 



50m 

ι 

(1/1，000 ) 

するが、特に顕著なものに後期の古墳群がある。『境) 11 村誌~ (1978)によれば、同町内に

は前期、後期を含めて57基の古墳が知られているが、既に開墾等によって削平されたものを含

手古松遺跡全体図第20図

めれば、その数はさらに増加するものと考えられる。特に本遺跡に近い境川、狐川流域沿いに

これらの群集墳の存在を、該期は、古墳群の名称こそないが、後期古墳が群集している。

における生産活動の向上と新たな中・小首長層の伸張の結果として捉えるならば、周辺地域に

はその背景となった集落の存在も想定されよ う。

遺構と遺物3. 

調査によって、古墳時代後期の住居祉が l軒検出された。

1号住居祉

指 (第 22図)

調査区東端に位置する。住居祉平商形は、

南北5.5 m、東西5mの方形プランを呈し、

)
 
1
 
(
 
遺

主軸は磁北よりやや東に傾く。壁高は、遺

構確認面より 50仰を測り、ほぼ垂直に立ち

あがる。柱穴は 4本で各々の壁より1.5m

程内側に設けられている。柱穴の径は15cm

で、深さは床面より 30~35cmほどを測る。

東壁および南壁東側にかけて周溝が確認さ

n
L
 

手古松遺跡作業風景写真第21図



れた。また、南壁の中央付近に、楕円.形の掘り込みが検出されたが、これは梯子受け等の入

口部の施設に伴うものと考えられる。

住居祉東側と西側の床面には、彩しい量の焼土と炭化材が認められ、住居の上屋が火災によ

って焼け落ちたものと考えられる。

カマドは、北壁中央部に設けられ、全長3.6 m、幅2.4mを測る。壁外の浅い掘り込みは

。
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第22図 手古松遺跡 l号住居祉実測図 (1/60 ) 
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煙出しに関連したものであろう。燃焼部は 2.0m x 2.4 mの楕円形で床面より 10cm程度掘り

窪めている。両側の袖には、長さ 50~70cmの扇平な石を立てて袖石としている。焚口部から燃

焼部にかけて焼土化が著しく、カマド断面に焼土層の厚い堆積が観察された。

出土遺物の大半は、住居祉北側から発見され、特にカマド周辺部に集中する。出土した土器

は合計28点を数え、器種も土不形土器、埼形土(，号、鉢形土器、手づくね土器、聾形土器、深鉢形

土出、甑形土器など豊富な内容を示している。これらの土器は、おそらく突然の火災によって

住居内におきざりにされたものであろうが、該期の土器組成を知る上では貴重な資料と考えら

れる。

出土遺物 (第25.26.27.28.29図)

l号住居祉出土遺物は、覆土内に混入した縄文土器片と弥生土器片を除レて全て土師器であ

る。須恵器、鉄製品、石製品等の伴出は認められない。

士不形土器A類(第25図1.2. 4. 5. 7. 8. 10. 11. 13. 14 ) 

口縁下に稜を有する土不形土器で、仁1縁部の形態は直立するものとやや外反するものがある。

lは、口径 14.8cm、底径 5.0cm、25高4.1仰を測る。外面口縁部および内而はヨコナデ、外

面胴下半部から底部にかけてはへラケズリ調整が施される。胎土は、細かい長石粒や赤色粒子

を含み精選されている。色調は、内外面とも赤褐色を呈する。

2は、口径 12.9cm、底径4.0cm、器高 3.2crn と推定される。頭部のくびれが強く、口縁部は

ほぼ直立する。調整は lと同様、ヨコナデとへラケズリを用いている。色調は淡褐色を呈する。

1'" 

υl ul 1'"、

a a 

/，  " -......_____..----

【土層説明)

1 黒色帖質上(健土ノロッヲを合む)

2 晴樹巴粘西土〈使土&ぴカーホンを合む)
3 暗禍巴帖質土〈燐士、カー tン、医を合む〉
4 燐土(時総色粘間士、カ-.-f/を合む)
S 策俗色粘土:(焼土を合む}

6 焼土
7 時総色粘質t

b' B 焼土(医を含む〉

9 策絡巴砂宵土

!o 責渇色砂町土(/1(を合む〕

11 賞織色砂宵土(暗補色粘買土を含む}
12.晴樹色粘世士{焼土、賀補邑粘土を含む〕

1m 

第23図 ( 1/40) 
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(1) 遺物出土状況

(2) カマド

第24図 宇古松遺跡 l号住居枇写真
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4は、口径 14.0cm、 底径6.0cm、器高3.4cmを潰Ijる。口縁部はやや外反し、稜は弱い。調

整は、 lと同様である。色調は淡褐色を呈する。

5は、口径13.8cm、底径5.9cm、器高3.0cmを測る。調整は lと同じである。器表面の色調

は暗褐色であるが、外面口縁と内面のところどころにウルシと考えられる光沢のある黒色塗彩

が認められる。

7は、口径 14.0cm、底径7.0cm、器高3.2cmを測る。 調整は、 lと同じ手法で施される。

色調は暗褐色を呈し、胎土は精選されている。

8は、口径 13.9cm、底径4.0cm、器高3.6仰を測り、 口縁下の綾はきわめて弱L、。調整は

1と同じ手法を用いる。色調は、外面淡褐色、内面黒褐色で、赤色塗彩の痕跡を残している。

胎土は精選されている。

10は、口径 13.7cm、底径5.0cm、器高3.6cmを測り、口縁部は外反する。調整手法は 1と同

じb色調は、外面淡褐色、内面黒褐色を呈する。胎土は、赤色小粒子を含み精選されている。

11は、胴下半部の破片である。底径は 2.0cmを測る。底部付近にへラケズリ調整痕を残して

いる。色調は褐色を呈する。

13は、口径 14.2cm、底径2.9cm、器高3.75cmを測る。調整手法は lと同じ。器表面の剥離が

著しいが、口縁部に赤色塗彩を残す。素地の色調は茶褐色で、底部付近は黒褐色を呈する。胎

土は、長石粒を多量に含む。

14は、口径 13.6cm、底径3.6cm、器高3.7cmと推定される。器表面の調整は、口縁外面ヨコ

ナデ、胴下半部へラケズリ、内面へラミガキが施される。色調は褐色を呈する。胎土は長石粒

子、赤色粒子を含み精選されている。

杯形土器B類 (第25図 16.17. 19 ) 

口縁に綾をもたず、内湾するものを一括する。

16は、口径 13.6cm、底径4.9CT1九器高3.9cmを測る。器面調整はA類と同様、内面および外

面口縁部にヨコナデ、外面胴下部にへラケズリを施している。色調は褐色を量し、赤色塗彩の

痕跡を残す。胎土は、赤色小粒子、長石粒を含み精選されている。

17は、口径 13.5cm、底径5.4cm、器高4.2cmを測る。調整手法、色調、胎土は16に極めて類

似する。赤色塗彩を内・外面に施している。

19は、口径 13.8cm、底径3.9cm、器高4.2cmを測る。調整手法、色調、胎土、赤色塗彩の特

徴は、 16・17と共通している。

鉢形土器 (第25図21.22 ) 

21は、口径 13.4cm、底径7.1 cm.器高4.9cmを測り、口縁下が屈曲する。胴下半が肥厚し、

底部に木葉痕が認められる。内外口縁部をナデ、内面底部にハケ目調整を施し、外面胴下部は

指頭による整形痕を残す。色調は暗褐色である。

22は、 21よりやや小型で、口径9.6cm、底径5.8cm、器高 5.0cmを測る。口縁下が「く」の

字状に屈曲する。底部に木葉痕を残し、内面および外面口縁部にはナデが施されている。色調

は赤褐色を呈する。

-16 -
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第25図 手古松遺跡 l号住居社出土土器実測図 (1/3) 
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士宛形土器(第25図 20) 

20は厚手の埼形土器で、口径 14.6cm、器高7.5cmを測る。外面胴下半はハケ白とへラケズリ、

内面はナデが施される。色調は赤褐色を呈する。

手づくね土器(第25図3.6. 9. 12. 15 ) 

いずれも粗雑な手づくね土器で、輪積み痕を明瞭に残す例(3)もある。胴下部には、へラケ

ズリが施されるものが多く、 15の底部に木葉痕が認められる。色調は、 3が暗褐色、 6・9が

茶褐色、 12・15が赤褐色を呈する。

~形土器 A類 (第26図 23.25. 26 ) 

頭部がくびれ、口縁部が外反するものを一括した。

23は、胴上部の破片で、口径 14.4cmと推定される。外面胴部に縦方向のハケ目調整を施す。

胎土は粗い長石粒を含み、色調は暗褐色を呈する。

25は、口径 16.2crn、底径6.6cm、器高31.0cmを測る。頭部のくびれは弱く、最大径は胴部中

央よりやや下方にある。外面に縦方向、内面に横方向のハケ目調整を行い、外面胴下部にへラ

ケズリを施す。胎士は長石小粒子を含むが、 23に比べると精選されている。色調は暗褐色を呈

する。

26は、口径 19.0cm、底径7.0cm.器高34.0cmを測る。頭部のくびれは3点中最も強く、口縁

部が外反する。胴部最大径は、胴中央にあり、全体的に膨みのある形状を呈する。外面のほぼ

全体に縦方向、内面胴部に横方向のノ、ヶ目調整を行っている。胎土は長石小粒子を含み、色調

は暗褐色を呈する。

斐形土器B類 (第26図 24) 

肩部にわずかな稜をもち、頭部のくびれは弱L、。

24は、口縁部破片で口径 14.0cmと推定される。口唇端部が丸味をおび、外側にわずかに張り

出す。口縁部は、へラ状工具によるヨコナデが施されてレる。胎土は長石粒を多く含み、色調

は茶褐色を呈する。

甑形土器A類(第26図27) 

把手をもたない甑形土器である。

27は、口径23.8cm、器高21.0cmを測り、胴部が深鉢状を呈する。口縁部はへラ状工具によ

るヨコナデ、外面の胴部上半にはノ、ヶ目調整が施される。胎士は長石粒子を多量に含み、色調

は茶褐色を呈する。

甑形土器 B類(第26図 28) 

胴部に把手を有する甑形土器である。

28は、口径22.4cm、 底部付近の径8cm、器高27.2cmを測る。口縁は平縁であるが、高低差

が著しい。口縁外面はへラ状工具によるヨコナデ、内面は横方向のノ、ヶ目を施し、外面胴部に

は縦方向のノ、ヶ目痕を有する。胎土は粗く、色調は茶褐色を呈する。

以上の住居祉内一括土器は、その特徴から 7世紀初頭に比定される。

19 -
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第27図 手古松遺跡 l号住居社出土土器写真
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第28図 手古松遺跡 l号住居祉出土土器写真
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第29図 手古松遺跡 l号住居祉覆土内出土土器拓本 (1/3)

覆土内出土土器(第29図 1~ 7) 

1は、浅鉢形土器ロ縁部で、口縁部が「く」の字状に屈曲する。口縁平坦部に沈線による区

画を施し、その内部に縄文を充填する。

2・3は同一個体と考えられ、縄文および半裁竹管による平行沈線を特徴とする。

4は深鉢形土器胴部破片で、縦位の綾杉状沈線と列点文を施している。

以上4点は縄文土器で 1"'-'3が前期末諸磯b式、 4が後期前半堀之内式に比定される。

5"'-'7は、聾形土器口縁部破片と考えられる。 5は、口唇下にへラ状工具による沈線が巡り、

その下をハケ目により調整している。 6・7は、口唇端にへラ状工具による刻目を有し、外面

に縦方向、内面に横方向の細かいハケ目を施す。これらの土器は、弥生時代後期後半に比定さ

れる。

4. まとめ

手古松遺跡1号住居祉は、遺物の出土状態や床面に堆積した焼土、炭化材から焼失家屋と考

えられ、それが逆に良好な一括土器の出土を結果づけている。

ー今回の発掘調査によって明らかにされた遺構は、古墳時代後期の住居祉1軒のみであったが、

これは既に述べた様に調査区が尾根の西端に位置することに起因するものであろう。調査区東

方に広がる尾根上の比較的平坦な地域には、遺物散布地が広がり、さらに遺跡が拡大すること

を示唆している。後期古墳の多く分布する周辺地域において、同時期の居住区が発見されたこ

とは、今後該期の集落と墓域の関係を解明する lつの資料となりうるであろう。
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W 市川北 遺 跡

1 調査経過

昭和58年11月10日に試掘調査を実施した。調査は、対象区域となる 580m2内に 2mX1.5mの

試掘坑を 5カ所設置し、遺構確認を行った(第32図 )。

2. 遺跡と周辺の環境

市川北遺跡は、山梨市市川平丸に位置する。標高 845mの天狗山山腹の南斜面に立地し、

南方には、兄川によって形成された扇状地がひらけている。遺跡の東側は、標高 539mの震森

山が南方にせり出しており、遺跡から東方へ 隠 位 温 --寵宵駒?ー円ーー

の視界をはばんでいる。

兄川と弟川の2河川によって形成された扇

状地は、南北の山に囲まれて比較的.小規模で

扇端部付近においてもその幅は 1.5 Km程度で

ある。この扇状地上には、扇頂部の大工北遺

跡、大工南遺跡、扇央部の市川西遺跡、江曽

原遺跡、扇端部の市川東遺跡など縄文、古墳、

第30図 市川北遺跡遠景写真

第31図 市川北遺跡位置図 ( 1/25，000) 

- 23 -
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。
第32図 市川北遺跡調査区域図 (1/1.000 ) 

ており、先土器時代において付近に象が生息していたことが知られている。

市川北遺跡は、昭和53年に分布調査において明らかにされた遺跡で、 150x 100 m程の範囲

に、縄文時代中期の土器片、石錦、凹石、チャート片等が散布する。

3. 調査結果

地表下40~50cm程の深 さで、 全ての試掘坑において礁層が確認された。

遺構、遺物は全く発見されず、調査区内に遺跡は存在しないことが判明した。

第33図 市川北遺跡試掘坑写真
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V 勝沼氏館跡

1. 調査経過

昭和58年12月14日、 15日に試掘調査を実施した。

今回の調査対象区域は、勝沼氏館跡中核部より東方400mに位置するため、館跡に伴う土塁

の存在が予測された。調査区のー画に、 lカ所トレンチを設定し、重機により基盤層まで掘削

し、土層断面の観察を行った(第36図)。

2. 遺跡と周辺の環境

勝沼氏館跡は、東山梨郡勝沼町勝沼地内に所在する中世の館跡である。甲州街道に沿い、日

川右岸の河岸段丘上標高 420~430 mに立地する。館跡の南側を流れる日)11は、大菩薩嶺に源

をもち、柏尾付近から扇伏地を形成しつつさらに西流を続け、笛吹)11と合流する。この日)11が

甲府盆地へ流れ出る周辺地域には、岩崎氏館跡や大善寺などの中世遺跡や建築も少なくなL、。

また、柏尾白山平からは、古代末期の経塚が発見された。付近は、郡内地方と国中地方を結ぶ

中間地点に位置するため、中世以降軍事的にも経済的にも重要な地域であったことが窺える。

本館跡は、昭和48年県立ワインセンター誘致のための事前調査において、中世遺構の良好な

第34図 勝沼氏館跡調査区位置図 (1/25，000 ) 
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調査対象範図

11111111111試掘 トレンチ

第35図 勝沼氏館跡調査区域図 (1/1.000 ) 

jコペ
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遺存状況が確認されたため、以後 5年間7次にわたる調査が行われた。その結果、県内でも有

数の中世館跡の様相が浮き彫りにされた。そして、昭和54年国の史跡として指定され、現在そ

の整備計画が進行している。

3. 調査結果

表土下20cmより水田の床土と考えられる鉄分堆積層が確認された。その下部では、北側を削

平し、南側に盛土を行って水田を形成した様子が観察された。しかし、予想された館跡内郭部

の土塁のような盛土の状況は確認できず、本来この個所には土塁は存在しなかったものと判断

される。

第36図 勝沼氏館跡試掘トレンチ写真
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VI 藤空

1. 調査経過

、主包

ユ息 跡、

昭和58年11月17日に試掘調査を実施した。調査対象区域 1740m
2
内に、幅 1mのトレンチを 5

本設定し、重機により掘削を行い、遺構の有無、土層の状態等について観察し
た(第40図)。

卜レ ンチの長さは、延べ 230m におよんだ。

2. 遺跡と周辺の環境

藤盛遺跡は、東八代郡境川村藤空地内に

所在する。芋沢川によ って形成された小扇

状地上の扇央部に位置し、標高380mを測

る。芋沢川は、御坂山系に水源をもち、本

遺跡西側に深い谷を形成しながら甲府盆地

へと流出し、笛吹川と合流する。

甲府盆地南東部の曽根丘陵には、先土器

時代以降の遺跡が数多く存在するが、その 第37図藤盛遺跡遠景写真

第38図 藤盛遺跡位置図
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第四図 藤盛遺跡調査区域図 (1/1， 250) 

一角にある本遺跡周辺部においても例外ではない。付近には、縄文時代の遺跡や古墳時代に須

恵器の生産を行ったとされる牛居沢祭跡が存在する。

3. 調査結果

遺構 ・遺物は全く発見されなかった。調査範囲外においては若干の土器の散布が見られるが、

調査地区には遺跡は存在しないと判断された。

A トレンチ Bトレンチ

Cトレンチ D トレンチ

第40図 藤盛遺跡試据トレ ンチ写真
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